東洋文庫所蔵河鍋暁斎筆《狂言始》に関して by 安藤 万有子
東
洋
文
庫
所
蔵
河
鍋
暁
斎
筆
《
狂
言
始
》
に
関
し
て
安
藤
万
有
子
は
じ
め
に
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
《
狂
言
始
》
は
、｢
狂
言
始｣
と
記
さ
れ
た
袋
に
一
二
枚
の
小
判
錦
絵
が
入
っ
て
い
る
揃
物
で
あ
り
、
長
唄
や
常
磐
津
の
浚
番
組
、
口
上
書
な
ど
と
と
も
に
『
藝
人
ノ
廣
告
繪』
と
題
さ
れ
た
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
袋
・
絵
と
も
に
落
款
は
無
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
題
や
詞
書
き
な
ど
も
無
か
っ
た
た
め
、
描
か
れ
て
い
る
演
目
の
特
定
を
試
み
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
河
鍋
暁
斎
に
よ
る
作
品
と
判
明
し
た
。
河
鍋
暁
斎
(
一
八
三
一
―
八
九
年)
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
り
、
そ
の
傑
出
し
た
画
力
や
表
現
、
様
々
な
画
派
を
貪
欲
に
学
び
取
り
入
れ
た
姿
勢
な
ど
は
、
他
の
浮
世
絵
師
達
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
近
年
で
は
特
に
戯
画
や
妖
怪
画
な
ど
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
自
ら
舞
台
に
立
つ
ほ
ど
に
能
や
狂
言
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
題
材
と
し
た
作
品
も
数
多
く
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
な
が
ら
、
暁
斎
の
こ
う
し
た
狂
言
を
題
材
と
す
る
小
判
錦
絵
揃
物
で
現
在
所
蔵
が
確
認
で
き
る
も
の
は
多
く
は
な
く
、
二
五
ま
た
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
に
袋
や
錦
絵
が
一
部
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
制
作
さ
れ
た
当
時
本
来
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
何
種
類
か
存
在
し
た
同
様
の
も
の
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
現
在
確
認
で
き
る
暁
斎
の
揃
物
狂
言
画
の
概
要
を
記
し
、
他
館
所
蔵
の
も
の
と
比
較
を
す
る
と
と
も
に
、
文
庫
所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
能
画
・
狂
言
画
後
発
の
舞
台
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
は
江
戸
の
大
衆
芸
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
絵
画
の
主
題
・
題
材
と
し
て
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
存
す
る
作
品
も
多
く
、
そ
の
た
め
絵
画
資
料
を
活
用
し
た
研
究
も
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
能
や
狂
言
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
先
行
研
究
は
歌
舞
伎
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
い
う
。
能
や
狂
言
は
現
代
と
比
較
し
て
も
そ
の
舞
台
装
置
や
演
じ
方
に
大
き
な
変
化
が
無
い
こ
と
も
そ
の
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
当
時
大
衆
か
ら
よ
り
身
近
な
娯
楽
と
し
て
人
気
を
得
て
い
た
歌
舞
伎
と
比
べ
る
と
、
江
戸
時
代
に
武
家
の
式
楽
で
あ
っ
た
能
や
狂
言
(
１)
に
取
材
し
た
作
例
の
需
要
は
高
く
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
狂
言
や
能
に
係
わ
る
作
例
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
２)
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
紹
介
す
る
暁
斎
の
狂
言
画
は
、
概
し
て
演
者
と
特
徴
的
な
道
具
と
い
う
最
小
限
の
要
素
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
上
演
さ
れ
て
い
る
場
面
そ
の
も
の
を
描
い
た
絵
画
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
六
二
七
袋
二
八
１ 鎌腹
２ 梟山伏
二
九
３ 瓜盗人
４ 悪坊
三
〇
５ 釣狐
６ 釣狐
三
一
７ 萩大名
８ 蛸
三
二
９ 木六駄
10 首引き
三
三
11 夷毘沙門
12 鬼の継子
三
四
個人蔵
④《狂言つくし》
河鍋暁斎記念美術館蔵 東洋文庫蔵
I-1-H-5-1.0
①《狂言始》
No.267-277
③《狂言づくし》
No.257-266
②《狂言づくし》
尉面(Ｂ) No.267大黒面(Ｃ)
No.257
尉面(Ｂ)
(袋)
侍烏帽子(Ａ)
１ ｢鎌腹｣
No.264
｢梟山伏｣ ２ ｢梟山伏｣
３ ｢瓜盗人｣
No.270
｢悪坊｣ ４ ｢悪坊｣
No.272
｢釣狐｣ ５ ｢釣狐｣ (揚幕)
No.259
｢釣狐｣ ６ ｢釣狐｣
No.271
｢萩大名｣ ７ ｢萩大名｣
No.262
｢蛸｣ ８ ｢蛸｣
９ ｢木六駄｣
10 ｢首引き｣
No.261
｢夷毘沙門｣ 11 ｢夷毘沙門｣
No.260
｢鬼の継子｣ 12 ｢鬼の継子｣
(｢三番叟｣) No.266｢三番叟｣
(｢靫猿｣) No.269｢靫猿｣
(｢末広がり｣) No.273｢末広かり｣
(｢伯母が酒｣) No.258｢伯母が酒｣
(｢節分｣) No.265｢節分｣
(｢賽の目｣) No.263｢賽の目｣
(｢腰祈｣) No.276｢腰祈｣
(｢唐相撲｣) No.275｢唐相撲｣
(｢大黒風流｣) No.274｢大黒風流｣
｢井喰｣
(｢浦島｣) No.268｢浦島｣
(｢楽屋｣) No.277｢楽屋｣
12枚 10枚 ９枚 12枚
三
五
・
各
セ
ッ
ト
(
①
〜
④)
の
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
の
題
箋
に
基
づ
く
。
絵
の
題
は
そ
れ
ぞ
れ
各
所
蔵
機
関
の
表
記
に
従
っ
た
。
・
袋
の
絵
に
つ
い
て
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
表
中
で
は
(
Ａ)
(
Ｂ)
(
Ｃ)
と
付
す
。
①
東
洋
文
庫
所
蔵
(I-1-H
-5
『
藝
人
ノ
廣
告
繪』
中)
I-1-H
-5-1.0
狂
言
始
、
各
絵
はI-1-H
-5-1.1
〜I-1-H
-5-1.12
各
絵
に
つ
い
て
は
、
表
中
で
は
枝
番
号
の
末
尾
の
み
を
記
す
。
ま
た
、I-1-H
-5-1.5
の
｢
釣
狐｣
に
つ
い
て
は
区
別
の
た
め
(
揚
幕)
と
付
す
。
②
③
河
鍋
記
念
美
術
館
所
蔵
『
河
鍋
暁
斎
生
誕
160
年
記
念
河
鍋
暁
斎
版
画
集
(
１)』
中
の
｢
作
品
目
録
(
１)
一
九
九
〇
年
版｣
よ
り
、N
o.257
(
横
小
14
／
狂
言
14)
〜266
(
横
小
23
／
狂
言
23)
を
②
、N
o.267
(
横
小
24
／
狂
言
24)
〜277
(
横
小
34
／
狂
言
34)
を
③
と
す
る
。
各
絵
の
題
(
演
目)
に
つ
い
て
は
目
録
を
参
考
に
し
つ
つ
『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画』
展
覧
会
図
録
(
二
〇
一
三
年)
の
作
品
解
説
に
従
っ
た
。
④
個
人
蔵
小
池
光
雄
｢
私
の
所
蔵
す
る
榛
原
の
暁
斎
デ
ザ
イ
ン
作
品
(
第
二
十
六
回
河
鍋
暁
斎
研
究
発
表
会)｣
(『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
103)
所
収
、
二
〇
一
〇
年)
よ
り
。
各
絵
の
題
の
表
記
が
無
い
た
め
、
他
の
作
例
を
参
考
に
し
た
上
で
丸
括
弧
内
に
演
目
名
を
記
す
。
た
だ
し
本
文
中
に
記
述
の
あ
る
｢
井
喰｣
に
つ
い
て
は
丸
括
弧
を
用
い
な
い
。
⑤
⑥
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
https://w
w
w
.m
fa.org/collections
(
二
〇
一
九
年
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧)
よ
り
、A
ccession
N
um
ber
(
登
録
番
号)
11.45797.
1
〜13
を
⑤
、A
ccession
N
um
ber
(
登
録
番
号)
11.45798.1
〜24
を
⑥
と
す
る
。
ボストン美術館蔵
11.45798.1-24
⑥《狂言始》
11.45797.1-13
⑤《狂言づくし》
11.45798.1
侍烏帽子(Ａ)
11.45797.1
尉面(Ｂ)
11.45798.21
｢鎌腹｣
11.45797.4
｢鎌腹｣＊
11.45798.24
｢梟山伏｣
11.45797.13
｢梟山伏｣＊
11.45798.18
｢瓜盗人｣
11.45797.7
｢瓜盗人｣＊
11.45798.19
｢悪坊｣
11.45797.6
｢悪坊｣＊
11.45798.23
｢釣狐｣
11.45797.10
｢釣狐｣＊
11.45798.20
｢釣狐｣
11.45797.5
｢釣狐｣＊
11.45798.16
｢人を馬ヵ｣
11.45797.9
｢人を馬ヵ｣＊
11.45798.2
｢蛸｣
11.45797.2
｢蛸｣＊
11.45798.17
｢木六駄｣
11.45797.8
｢木六駄｣＊
11.45798.15
｢首引き｣
11.45797.11
｢首引き｣＊
11.45798.22
｢夷毘沙門｣
11.45797.3
｢夷毘沙門｣＊
11.45798.14
｢鬼の継子｣
11.45797.12
｢鬼の継子｣＊
11.45798.3
｢三番叟｣
11.45798.4
｢靫猿｣
11.45798.5
｢末広狩ヵ｣
11.45798.6
｢伯母ヶ酒｣
11.45798.7
｢節分｣
11.45798.8
｢二九十八｣
11.45798.9
｢腰祈｣
11.45798.10
｢唐人相撲 (唐相撲)｣
11.45798.11
｢大黒連歌ヵ｣
11.45798.12
｢鼻取相撲｣
11.45798.13
｢浦島｣
23枚 (＊詞書き有) 12枚
二暁
斎
に
よ
る
揃
物
狂
言
画
の
概
要
と
比
較
以
下
に
東
洋
文
庫
所
蔵
の
作
品
と
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
同
種
の
作
例
(
３)
と
思
わ
れ
る
も
の
を
列
記
す
る
。
(
１)
東
洋
文
庫
①
東
洋
文
庫
所
蔵
《
狂
言
始》
請
求
記
号I-1-H
-5-1.0
、
錦
絵
そ
れ
ぞ
れ
はI-1-H
-5-1.1
〜I-1-H
-5-1.12
(
図
版)
袋
は
長
辺
を
閉
じ
た
筒
状
で
は
な
く
、
三
つ
折
り
に
し
上
下
を
折
り
曲
げ
る
畳
紙
の
形
態
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
袋
の
表
に
は
舟
形
の
侍
烏
帽
子
と
扇
が
描
か
れ
、
そ
の
背
景
に
は
菊
花
と
壽
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
裏
面
に
は
｢
日
本
橋
萬
町
榛
原
直
次
郎
板｣
と
あ
り
、
榛
原
を
版
元
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
錦
絵
は
す
べ
て
四
つ
切
判
の
大
き
さ
で
、｢
鎌
腹｣
｢
梟
山
伏｣
｢
瓜
盗
人｣
｢
悪
坊｣
｢
釣
狐｣
(
揚
幕
(
４))
｢
釣
狐｣
｢
萩
大
名｣
｢
蛸｣
｢
木
六
駄｣
｢
首
引
き｣
｢
夷
毘
沙
門｣
｢
鬼
の
継
子｣
の
一
二
枚
で
あ
る
(
５)
。
袋
・
錦
絵
と
も
に
虫
喰
い
箇
所
が
多
数
見
ら
れ
る
も
の
の
、
す
べ
て
に
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
。
(
２)
国
内
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
で
は
、
袋
入
り
の
狂
言
画
を
二
組
有
し
て
い
る
と
い
う
(
６)
。
三
六
②
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
所
蔵
《
狂
言
づ
く
し》
N
o.257
(
横
小
14
／
狂
言
14)
〜
266
(
横
小
23
／
狂
言
23)
袋
に
は
、｢
黒
色
皇
太
子
作｣
と
記
さ
れ
た
札
が
傍
ら
に
置
か
れ
た
尉
面
、
そ
の
奥
に
扇
が
描
か
れ
、｢
狂
斎｣
と
い
う
落
款
か
ら
明
治
三
年
以
前
の
出
版
と
し
て
い
る
。
榛
原
聚
玉
堂
製
の
版
元
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
は
、｢
伯
母
が
酒｣
｢
釣
狐｣
｢
鬼
の
継
子｣
｢
夷
毘
沙
門｣
｢
蛸｣
｢
賽
の
目｣
｢
梟
山
伏｣
｢
節
分｣
｢
三
番
叟｣
の
九
枚
で
あ
る
。
③
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
所
蔵
《
狂
言
づ
く
し》
N
o.267
(
横
小
24
／
狂
言
24)
〜
277
(
横
小
34
／
狂
言
34)
袋
に
は
大
黒
面
と
蔓
桶
が
描
か
れ
て
お
り
、
右
下
に
見
え
る
楕
円
形
の
印
は
お
そ
ら
く
暁
斎
の
落
款
と
思
わ
れ
る
。
版
元
に
つ
い
て
は
｢
江
戸
日
本
橋
萬
町
榛
原｣
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
は
｢
浦
島｣
｢
靫
猿｣
｢
悪
坊｣
｢
萩
大
名｣
｢
釣
狐｣
(
揚
幕)
｢
末
広
か
り｣
｢
大
黒
風
流｣
｢
唐
相
撲｣
｢
腰
祈｣
｢
楽
屋｣
の
一
〇
枚
で
、｢
悪
坊｣
｢
萩
大
名｣
の
二
枚
に
は
｢
狂
齋
画｣
、｢
楽
屋｣
に
は
｢
應
需
惺
々
狂
齊
圖｣
と
あ
る
。
次
の
も
の
は
個
人
蔵
で
あ
る
が
、『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
(
７)
、
図
版
は
小
さ
い
も
の
の
袋
を
含
め
内
容
を
確
認
で
き
る
た
め
、
作
例
と
し
て
挙
げ
る
。
④
小
池
氏
(
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
友
の
会
会
員)
所
蔵
《
狂
言
つ
く
し
》
三
七
②
と
同
じ
尉
面
が
描
か
れ
た
袋
に
一
二
枚
の
小
判
錦
絵
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
身
は
掲
載
図
版
か
ら
｢
三
番
叟｣
｢
浦
島｣
｢
靫
猿｣
｢
伯
母
が
酒｣
｢
唐
相
撲｣
｢
節
分｣
｢
大
黒
風
流｣
｢
賽
の
目｣
｢
腰
祈｣
｢
末
広
が
り｣
｢
井
喰
(
８)｣
｢
楽
屋｣
と
判
別
で
き
る
(
９)
。
(
３)
国
外
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
(M
useum
of
F
ine
A
rts,B
oston
)
に
は
暁
斎
の
狂
言
小
判
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
が
二
セ
ッ
ト
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
十
五
年
(
一
八
八
二)
か
ら
七
年
の
間
日
本
に
滞
在
し
た
ア
メ
リ
カ
人
医
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
W
illiam
Sturgis
B
igelow
(
一
八
五
〇
―
一
九
二
六
年)
が
帰
国
後
の
一
九
一
一
年
に
寄
贈
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
⑤
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
《
狂
言
づ
く
し》
登
録
番
号11.45797.1
〜13
袋
は
②
と
同
じ
尉
面
が
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
一
二
枚
は
、｢
蛸｣
｢
夷
毘
沙
門｣
｢
鎌
腹｣
｢
釣
狐｣
｢
悪
坊｣
｢
瓜
盗
人｣
｢
木
六
駄｣
｢
人
を
馬
ヵ｣
｢
釣
狐｣
(
揚
幕)
｢
首
引
き｣
｢
鬼
の
継
子｣
｢
梟
山
伏｣
で
あ
る
。
錦
絵
す
べ
て
に
詞
書
き
が
あ
り
、
枠
外
に
｢34444｣
と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、｢
鎌
腹｣
｢
悪
坊｣
｢
人
を
馬
ヵ｣
の
三
枚
に
は
｢
狂
齋
画｣
と
落
款
が
あ
る
。
⑥
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
《
狂
言
始》
登
録
番
号11.45798.1
〜24
三
八
袋
の
絵
は
①
と
同
じ
侍
烏
帽
子
が
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
｢
蛸｣
｢
三
番
叟｣
｢
靫
猿｣
｢
末
広
狩
ヵ｣
｢
伯
母
ヶ
酒｣
｢
節
分｣
｢
二
九
十
八｣
｢
腰
祈｣
｢
唐
人
相
撲
(
唐
相
撲)｣
｢
大
黒
連
歌
ヵ｣
｢
鼻
取
相
撲｣
｢
浦
島｣
｢
鬼
の
継
子｣
｢
首
引
き｣
｢
人
を
馬
ヵ｣
｢
木
六
駄｣
｢
瓜
盗
人｣
｢
悪
坊｣
｢
釣
狐｣
｢
鎌
腹｣
｢
夷
毘
沙
門｣
｢
釣
狐｣
(
揚
幕)
｢
梟
山
伏｣
の
二
三
枚
で
、
す
べ
て
詞
書
き
や
落
款
は
無
く
、｢34445｣
と
枠
外
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
な
お
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
は
、
⑤
の
セ
ッ
ト
が
⑥
の
セ
ッ
ト
よ
り
先
に
、
そ
し
て
内
輪
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
①
③
⑤
⑥
に
含
ま
れ
て
い
る
｢
釣
狐｣
(
揚
幕)
(
図
５)
は
、
後
シ
テ
の
狐
が
揚
幕
か
ら
橋
掛
り
へ
出
て
く
る
場
面
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
が
、｢
三
番
叟｣
と
｢
楽
屋｣
を
除
き
他
の
絵
で
は
演
者
の
姿
及
び
演
者
が
手
に
し
て
い
る
よ
う
な
最
低
限
の
道
具
以
外
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
幕
を
引
く
後
見
の
姿
や
本
舞
台
に
設
置
さ
れ
る
罠
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
演
出
で
あ
ろ
う
煙
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
構
図
に
よ
く
似
た
も
の
が
、
現
在
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
《
能
・
狂
言
面
之
地
取
画
巻
(
)
》
中
に
見
ら
れ
る
。
東
洋
文
庫
所
蔵
の
①
は
、
袋
に
つ
い
て
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
有
す
る
二
三
枚
組
の
⑥
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
身
の
組
み
合
わ
せ
は
同
じ
く
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
一
二
枚
組
の
⑤
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
①
の
錦
絵
は
、
⑤
の
錦
絵
と
は
詞
書
き
の
有
無
が
異
な
り
、
ま
た
、
一
部
色
彩
は
異
な
る
が
、
絵
の
枠
線
の
微
妙
な
強
弱
な
ど
は
⑥
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
一
に
思
わ
れ
る
。
三
九
三暁
斎
と
狂
言
(
)
暁
斎
の
狂
言
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
多
く
、
最
も
早
い
も
の
で
は
狩
野
派
で
の
修
業
時
代
で
あ
っ
た
十
代
の
頃
に
大
蔵
流
狂
言
師
の
門
に
入
り
能
狂
言
を
学
ん
だ
と
す
る
。
恩
人
で
あ
っ
た
師
の
祖
母
(
)
の
墓
前
で
三
番
叟
を
踏
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
暁
斎
自
身
が
挿
絵
を
付
け
た
『
暁
斎
画
談』
や
同
時
代
人
の
飯
島
虚
心
(
一
八
四
一
―
一
九
〇
一
年)
に
よ
る
『
河
鍋
暁
斎
翁
伝』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
暁
斎
が
狂
言
を
演
じ
た
記
録
は
い
く
つ
か
あ
り
、
内
輪
の
席
で
披
露
す
る
の
み
な
ら
ず
本
格
的
な
舞
台
に
立
っ
た
記
録
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
暁
斎
は
狩
野
派
修
業
時
代
の
ず
っ
と
後
年
、
四
十
代
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
再
び
狂
言
師
の
元
に
入
門
し
て
お
り
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
に
は
免
状
を
授
か
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
自
宅
に
小
さ
い
な
が
ら
も
能
舞
台
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。ま
た
、
明
治
初
期
の
ご
く
一
時
、｢
吾
妻
能
狂
言｣
と
呼
ば
れ
る
能
楽
と
歌
舞
伎
を
折
衷
さ
せ
た
芸
能
が
興
っ
た
が
、
暁
斎
は
こ
の
新
作
狂
言
の
た
め
の
表
紙
絵
や
挿
絵
も
複
数
手
掛
け
て
い
る
。
こ
の
他
、『
能
画
図
式』
『
猿
楽
図
式
(
)』
と
い
っ
た
多
色
刷
版
本
や
画
帖
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
今
回
扱
っ
た
よ
う
な
錦
絵
だ
け
で
な
く
、
下
絵
や
肉
筆
画
(
絵
画)
に
も
能
・
狂
言
を
題
材
と
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
暁
斎
が
写
生
や
模
写
を
多
く
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
《
能
・
狂
言
面
之
地
取
画
巻
》
か
ら
も
判
断
で
き
る
が
、
絵
日
記
(
)
か
ら
は
、
能
・
狂
言
関
係
の
人
物
達
と
の
交
流
や
能
・
狂
言
に
関
す
る
描
写
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
暁
斎
が
扱
う
画
題
の
幅
広
さ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
様
々
な
事
柄
は
、
能
・
狂
言
も
ま
た
暁
斎
に
と
っ
て
主
要
な
題
材
四
〇
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
成
り
得
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
能
画
・
狂
言
画
は
先
行
の
構
図
を
踏
襲
し
た
も
の
が
多
い
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
作
例
を
は
じ
め
と
す
る
暁
斎
の
狂
言
画
は
、
定
型
化
し
た
表
現
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
な
描
き
方
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
暁
斎
の
精
確
な
観
察
力
と
諧
謔
の
精
神
に
加
え
、
鑑
賞
者
と
し
て
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
演
者
と
し
て
の
経
験
や
理
解
が
存
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
暁
斎
の
能
画
・
狂
言
画
は
先
述
の
飯
島
虚
心
や
能
楽
評
論
家
の
坂
元
雪
鳥
(
一
八
七
九
―
一
九
三
八
年)
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
の
人
々
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
作
品
は
、
先
述
の
通
り
虫
喰
い
箇
所
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
を
除
け
ば
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
と
判
断
で
き
る
。
袋
に
つ
い
て
は
多
少
の
劣
化
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
錦
絵
も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
変
色
な
ど
も
少
な
い
と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
【
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献
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『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
103)
、
八
―
一
二
頁
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
。
藤
田
昇
｢
私
の
持
っ
て
い
る
暁
斎
(
72)
暁
斎
筆
狂
言
画
三
作
品
―
｢
福
之
神｣
｢
蟹
山
伏｣
｢
伯
母
ヶ
酒｣
―｣
『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
106)
、
四
四
―
四
六
頁
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
。
橋
本
朝
生
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開』
瑞
木
書
房
、
二
〇
一
二
年
。
宮
本
圭
造
｢
能
・
狂
言
と
絵
画
―
描
か
れ
た
能
・
狂
言
の
系
譜
―｣
『
能
楽
研
究』
(
37)
、
四
九
―
一
一
〇
頁
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
。
阿
部
理
代
｢『
暁
斎
絵
日
記』
に
見
る
暁
斎
と
能
・
狂
言
画
(
第
三
二
回
河
鍋
暁
斎
研
究
発
表
会)｣
『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
110)
、
一
一
―
一
六
頁
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
。
四
四
加
美
山
史
子
｢
暁
斎
と
能
狂
言：
上
演
し
た
狂
言
を
中
心
に
(
第
三
二
回
河
鍋
暁
斎
研
究
発
表
会)｣
『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
110)
、
一
七
―
二
二
頁
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
。
藤
田
昇
｢
私
の
持
っ
て
い
る
暁
斎
(
79)
暁
斎
筆
団
扇
絵
｢
狂
言
腰
祈｣
(
肉
筆)｣
『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
110)
、
三
八
頁
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
。
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
編
『
河
鍋
暁
斎
絵
日
記
江
戸
っ
子
絵
師
の
活
写
生
活』
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
。
『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画』
展
覧
会
図
録
、
三
井
記
念
美
術
館
、
金
沢
能
楽
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w
w
w
.m
fa.org/collections
(
二
〇
一
九
年
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
。)
註
(
１)
狂
言
は
能
と
共
に
存
続
し
て
き
た
芸
能
で
あ
り
厳
密
な
区
別
を
以
て
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
併
せ
て
述
べ
る
。
散
楽
、
猿
楽
及
び
田
楽
に
起
源
を
有
す
る
能
・
狂
言
は
、
観
阿
弥
・
世
阿
弥
が
足
利
義
満
に
よ
る
庇
護
を
得
て
以
来
武
家
階
級
の
愛
好
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
有
力
者
達
の
後
援
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
が
制
度
と
し
て
能
の
保
護
を
行
う
と
続
く
徳
川
家
康
も
そ
れ
を
踏
襲
し
、
能
は
武
家
の
式
楽
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
役
者
達
は
幕
府
や
諸
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
い
わ
ば
武
家
の
専
有
物
と
な
っ
た
能
を
一
般
大
衆
が
鑑
賞
す
る
機
会
は
、
町
入
能
や
勧
進
能
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
完
全
に
大
衆
か
ら
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
庶
民
に
も
広
く
好
ま
れ
て
い
た
謡
や
仕
舞
か
ら
そ
の
母
胎
で
あ
る
能
・
狂
言
に
興
味
を
抱
く
者
や
、
教
養
と
し
て
の
芸
事
と
い
う
か
た
ち
で
嗜
む
町
人
階
級
も
多
く
存
在
し
た
。
(
２)
西
野
氏
は
鑑
賞
や
記
録
を
目
的
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
と
条
件
付
け
た
上
で
、
能
画
・
狂
言
画
を
｢
風
俗
画
の
画
中
舞
台
と
し
て
描
い
た
も
の｣
四
五
｢能
舞
台
で
の
上
演
を
中
心
に
象
徴
的
な
場
面
を
描
い
た
も
の｣
｢
能
・
狂
言
を
画
材
に
能
舞
台
を
放
た
れ
た
物
語
絵｣
の
三
つ
に
大
別
し
て
い
る
。(
西
野
春
雄
｢
河
鍋
暁
斎
の
能
画
・
狂
言
画｣
『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画』
展
覧
会
図
録
所
収
、
二
〇
一
三
年
。)
宮
本
氏
は
芸
や
興
行
、
演
者
自
体
を
伝
達
す
る
た
め
の
、
鑑
賞
を
目
的
と
し
な
い
も
の
も
含
め
、｢
芸
を
伝
え
る
た
め
の
絵
画｣
｢
役
者
の
面
影
を
記
憶
す
る
絵
画｣
｢
風
景
の
一
つ
と
し
て
演
能
を
描
く
絵
画｣
｢
能
・
狂
言
の
舞
台
を
描
く
絵
画｣
｢
能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
画｣
｢
能
の
物
語
を
描
く
絵
画｣
の
六
種
に
分
類
し
て
い
る
。(
宮
本
圭
造
｢
能
・
狂
言
と
絵
画
―
描
か
れ
た
能
・
狂
言
の
系
譜
―｣
『
能
楽
研
究』
(
37)
所
収
、
二
〇
一
二
年
。)
(
３)
題
の
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
各
所
蔵
機
関
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
４)
｢
釣
狐｣
を
題
材
と
す
る
絵
は
二
種
あ
り
、
一
つ
は
狐
が
本
来
の
姿
で
揚
幕
か
ら
登
場
す
る
場
面
、
も
う
一
つ
は
伯
蔵
主
に
化
け
た
狐
が
お
そ
ら
く
猟
師
の
家
か
ら
帰
っ
て
い
く
場
面
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
前
者
の
絵
に
(
揚
幕)
と
付
す
。
(
５)
い
ず
れ
も
詞
書
き
な
ど
は
無
く
、
演
目
の
同
定
に
は
『
河
鍋
暁
斎
生
誕
160
年
記
念
河
鍋
暁
斎
版
画
集
(
１)』
、『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画』
展
覧
会
図
録
、『
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅶ
狂
言
鑑
賞
案
内』
、『
狂
言
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
３
版』
及
び
、
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
に
よ
る)
http://w
w
w
2.ntj.jac.go.jp/dglib/
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
(
６)
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
所
蔵
の
二
組
(
②
・
③)
に
つ
い
て
は
、
主
に
前
掲
書
(『
河
鍋
暁
斎
生
誕
160
年
記
念
河
鍋
暁
斎
版
画
集
(
１)』
及
び
『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画』
展
覧
会
図
録)
、
森
康
尚
｢
画
家
で
狂
言
師
暁
斎
｢
狂
言
つ
く
し｣
シ
リ
ー
ズ
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て｣
(『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
48)
所
収
、
一
九
九
二
年)
に
よ
り
確
認
で
き
る
情
報
に
基
づ
い
て
記
す
。
ま
た
、
前
掲
展
覧
会
図
録
に
よ
る
と
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
は
他
に
《
狂
言
は
じ
め
》
と
い
う
一
二
枚
の
袋
入
り
小
判
錦
絵
も
一
組
所
蔵
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
少
々
性
格
の
違
う
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。
(
７)
小
池
光
雄
｢
私
の
所
蔵
す
る
榛
原
の
暁
斎
デ
ザ
イ
ン
作
品
(
第
二
十
六
回
河
鍋
暁
斎
研
究
発
表
会)｣
『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
103)
、
八
―
一
二
頁
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
。
(
８)
前
掲
論
文
中
の
言
及
か
ら
同
定
。
四
六
(
９)
演
目
の
同
定
に
つ
い
て
は
註
(
５)
と
同
様
。
(
10)
https://w
w
w
.m
fa.org/collections
(
二
〇
一
九
年
一
月
一
五
日
最
終
閲
覧
。)
な
お
、｢
人
を
馬｣
と
推
定
し
て
い
る
二
点
は
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
閲
覧
時
点
で
は
作
品
の
同
定
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
(
11)
弟
子
で
も
あ
っ
た
豪
商
鹿
嶋
清
兵
衛
の
求
め
に
応
じ
て
能
や
狂
言
に
関
す
る
画
稿
を
貼
り
合
わ
せ
た
画
巻
。
面
だ
け
で
は
な
く
、
装
束
や
舞
台
装
置
、
演
じ
て
い
る
場
面
な
ど
の
写
生
も
含
ま
れ
て
い
る
。
(
12)
暁
斎
と
能
・
狂
言
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
三
年
の
『
河
鍋
暁
斎
の
能
・
狂
言
画』
展
覧
会
図
録
に
詳
し
い
。
ま
た
、『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
に
お
い
て
は
(
48)
(
一
九
九
二
年)
及
び
(
110)
(
二
〇
一
三
年)
に
特
集
さ
れ
て
い
る
。
(
13)
狩
野
派
時
代
の
師
で
あ
る
洞
伯
陳
信
の
祖
母
も
能
狂
言
を
愛
好
し
て
お
り
、
当
時
の
暁
斎
は
そ
の
縁
で
支
援
を
受
け
狂
言
を
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
(
14)
ど
ち
ら
も
能
画
よ
り
も
狂
言
画
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。
(
15)
散
逸
し
て
お
り
、
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
が
『
暁
斎
絵
日
記』
と
し
て
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
か
ら
現
在
四
巻
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。(『
暁
斎
絵
日
記』
(
一)
〜
(
四)
、
一
九
八
五
―
二
〇
一
〇
年
。)
『
暁
斎
絵
日
記』
に
お
け
る
能
・
狂
言
に
つ
い
て
は
特
に
『
暁
斎：
河
鍋
暁
斎
研
究
誌』
(
110)
(
二
〇
一
三
年)
に
詳
し
い
。
(
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
美
学
美
術
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了)
四
七
